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能登半島地震から１か月

障害のある人たちの暮らしは今
　年が明け 1月 1日 16 時 10 分頃，石川県能登
地方を震源として最大震度７の大地震が発生
した．津波警報が出され，テレビではアナウン
サーの避難を呼びかける大きな声，蘇る東日本
大震災の記憶．お正月気分から一転して不安や
心配な気持ちに襲われた人も多かっただろう．
翌日，震源域周辺の輪島市での大規模火災と焼
け野原の様子，珠洲市市長による「市内の９割
が全壊かほぼ全壊」との発言に被害の大きさを
思い知らされた．
　被災地では，行政職員や支援機関の職員も被
災者だ．機能が麻痺し，全体状況の把握が困難
になる．輪島市では現在も行方不明者を確認中
である．１月 21 日現在，石川県内の死亡者は
232 人，内災害関連死が 14 人，安否不明が 22
人という（石川県危機対策課発表）．厳しい寒
さにある被災地の状況が連日報道されている
が，障害のある人たちが心配だ．
　やどかりの里が加盟するきょうされんでは，
いち早く被災地で支援活動を展開している
「AAR　JAPAN（難民を助ける会）」と連携し，
現地の状況把握を続けてきた．輪島市と珠洲市
の事業所とは，１月４日 , ５日にようやく関係
者と連絡がとれたという．１月 13日から 16日
にかけて現地入りした災害対策本部の先遣隊
の報告によれば（きょうされんホームページよ
り），金沢市内の事業所の開所は進んでいるよ
うだ．ただ，余震が 1,000 回を越えて，利用者
の中には怖くて眠れない人や，ニュースが流れ
ると歩き回ってしまう人など，心理面への影響
も心配だ．輪島市や珠洲市，七尾市では，場所

により断水が続いており，トイレや入浴などの
生活用水不足が深刻だ．COVID-19 等の感染症
が広がり衛生環境もよくない．福祉避難所が開
設されない中，周囲と馴染めずに指定避難所に
いられない障害のある人の相談もある．職員か
らは，「利用者や家族からは早く開所してほし
いという声を聴いているが，対応する職員がい
ないとどうにもならない」という声もあり，現
地の混乱や障害のある人とその家族のたいへ
んさはいかばかりかと想像する．
　日本障害者フォーラム（以下，JDF）は，「能
登半島地震における障害者等の支援に関する
要望書」を国に提出した．内容はこれまでの災
害の経験をふまえたもので，１．障害者等の安
否確認，被害の実態の把握と対応　２．避難所
等における対応　３．仮設住宅に必要な対応　
４．障害者を支援する支援者・事業所等への支
援　５．人権の擁護と当事者参加，の５項目．
障害者手帳の有無に関わらず必要な人への配
慮を求めている．
　障害のある人の死亡率が障害のない人の２
倍だった東日本大震災から 13 年．その教訓は
生かされているのか．障害のある人の日常生活
の困難さが，災害時にはより深刻になる．長引
く避難生活の中で，健康面やコミュニケーショ
ン等に特別な配慮が必要となる人もいるはず
だ．実態とニーズの把握，そして支援態勢の整
備が急務だ．やどかりの里ではまず，きょうさ
れんを窓口とした募金集めに力を注いでいる．
今後は JDF等の全国組織と協力しつつ，でき
る限りの支援を考えていきたい．（中村　由佳）


